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■東区美和台地区におけるバス運行社会実験（第２回）の結果について 

 

【実施主旨】 

  東区美和台校区における地域主体による生活交通確保の取り組みについて，平成２５年４月か

ら９月までの６か月間実施した美和台コミュニティバス運行社会実験（第２回）の結果について

報告するもの。 

 

○美和台校区の状況（平成２５年９月_住民基本台帳） 

 

 

 

 

 

○社会実験の運行における概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告３ 

 人  口 ： １５，６９４人 

 高齢化率 ： ２４．１％（全市平均１８．８％） 

 世 帯 数 ： ６，６６１世帯 

 

運行区間 ： マルショク三苫店～西鉄三苫駅～ＪＲ福工大前駅～福岡和白病院 

〈参考〉  ＊朝の４便のみ直行 

       ＊その他，通常時間帯（昼間帯）はＳ字ルート運行 

 

 運行本数 

  Ｓ字ルート 新町直行ルート 外周直行ルート 

平 日 １２．５往復 ２便 ２便 

土・日祝日 運 休 

 

 運行期間 ： 平成２５年 ４月 １日 ～ 平成２５年 ９月３０日（６ヶ月） 

 

運賃（料金）額 

運 賃 

小学生以上 200 円（小学生 100 円） 

小学生未満 無料 ※１ 

障がい者割引 100 円 

※nimoca(ﾆﾓｶ)，SUGOCA(ｽｺﾞｶ)，はやかけん，Suica(ｽｲｶ)， 

 IC 定期券(ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟｽ 65，ｴｺﾙｶｰﾄﾞ，ひるパス(ﾛﾝｸﾞ含))， 

 福岡市交通福祉カードの利用可能 

※回数券 2,000 円（100 円×22 枚綴り） 

   ※１．保護者同伴（但し，保護者１人につき２人まで）に限り 

  

運行事業者： 西日本鉄道株式会社 
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【実績報告】 

○コミュニティバス利用人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○コミュニティバス時間帯別利用人員 

 

日延べ 28,621 人/営業日数 122 日 = 234 人/日 
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○バス支払券種別 
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【利用促進に向けた取り組み】 

 

（１）バス体験乗車企画「福岡和白病院見学＆健康教室」の開催（※再掲） 

  □開催日：平成２５年４月１６日 ～ ９月３０日 全４１回 

  □主 催：美和台公民館，福岡和白病院 

 

 

（２）地域広報チラシの作成・配布 

  □配布枚数  ：約 14,000 枚（当初：8,000 枚＋継続：6,000 枚） 

  □配布・掲示先：校区全世帯，公民館(美和台・三苫)，西鉄三苫駅，バス車内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域主体によるイベント開催（「～コミュニティバスで○○○～」） 

 ①公共施設（コミセンわじろ）との連携 

  □催し名 ：夏休み無料工作教室“竹で作る水てっぽう” 

  □対象者 ：小学生３０名 

 

 ②公民館活動の協力 

  □コミバスから見た「絵画コンクール」の開催 

  □地域活動の開始・集合時刻とバス運行ダイヤとの調整 等 

 

（４）専用回数券の発行 

  □金額内容：２，０００円券（１００円×２２枚綴り） 

  □販売箇所：バス車内，地域内店舗，イベント時出張販売 

  □販売実績：１９７冊（１日あたり 1.6 冊） 
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【地域による取組みの振り返り】 

 

○「コミュニティバスを諦めたくないＷＳ」の開催 

 □開催日：平成２５年１０月１０日～１９日 全４回 

 □参加者：７２名（利用者及び無利用者） 

 

 〈主な内容・意見〉 

  ・利用目的の分析：利用者層の絞り込み・検証 

  ・広報活動の充実：高齢者の外出機会を増やす乗車促進活動，地域への周知 

  ・運行内容の検証：運行ルート及びダイヤの検証，バス停位置の見直し 

  ・地域協力の確保：サポーター制度の創設，地域及び企業等からの賛助金 
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